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研究成果の概要（和文）：補間理論について考察した。補間理論は複素補間、実補間があるが、とくに複素補間
について研究した。モレー空間は補間理論の中では反例を作りやすい関数空間であることが今までの経験からわ
かっているが、モレー空間の補間公式として今までの公式では説明できない公式を得ることができた。実際にそ
れは変動指数を介することにより得られた。この発見については論文として出版済みである。また作用素の有界
性についても補間を通じて非自明な公式を得ることができた。

研究成果の概要（英文）：I investigated the interpolation. Roughly speaking, there are two types of 
interpolations, complex/real. Among others, I investigated the complex interpolation. My experience 
shows that Morrey spaces are useful when we consider counterexamples of some facts. I obtained an 
interpolation formula that does not fall within the scope of the known results by means of variable 
exponents. This result is already published. Another important fact is that complex interpolation is
 useful to obtain a non-trivial result.

研究分野： 調和解析

キーワード： モレー空間　ベゾフ空間　補間理論
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研究成果の学術的意義や社会的意義
複素補間は作用素の補間に有効であるというのが今までの常識であったが，その背景にはカルデロン積があり、
それを計算することで自明ではない結果を得ることができることが分かった。具体的にはBourgainの考察した関
数空間と弱ルベーグ空間との非自明な包含関係を複素補間により得ることができたことは大きい。つまり、補間
理論としてよく使われる公式以外に、補間理論自体が内包している多くの情報を引き出す試みがうまくいったこ
とになる。

※科研費による研究は、研究者の自覚と責任において実施するものです。そのため、研究の実施や研究成果の公表等に
ついては、国の要請等に基づくものではなく、その研究成果に関する見解や責任は、研究者個人に帰属します。
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１．研究開始当初の背景 
Morrey 空間は作用素の有界性がいろいろとわかっているが，補間定理についてはわかっている
ことが少なかった。そのため，Morrey 空間の補間がわかれば，compact 予想を否定的に解決で
きるであろうと考えた。 
２．研究の目的 
補間理論の中でも複素補間理論を考え、compact 予想を否定的に解決する 
３．研究の方法 
カルデロン積を調べることにより研究を進めていった。また、変動指数モレー空間にまで広げて
考えた。 
４．研究成果 
 
研究の結果、１．モレー空間にまつわる非自明な補間の結果が得られ、それを分数べき積分作用
素に拡張してさらに交換子，endpoint の場合を調べた。 
２．変動指数モレー空間に移ることにより従来のモレー空間の補間からでは説明できない結論
を得ることができた。 
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